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22 地域福祉 

（１）関連グラフなど 

 

【問２】暮らしの満足度・重要度 

満足度をヨコ軸、 

重要度をタテ軸にした場合の 

位置づけです。 
 

【問３】特に重要なもの 

問２と同じ 37項目の中から、 

特に重要と思う項目を 

５つ選んでもらった位置づけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.地域

福祉

0

1.5

-1 0 1

←
重
要
度→

←満足度→

 

 

9.3

12.1

8.6

15.5

12.7

3.7

10.0

16.2

17.6

28.5

4.3

2.8

4.7

1.5

6.4

25.2

8.4

32.2

39.6

36.8

8.9

9.3

2.2

18.3

3.4

4.8

10.5

18.0

2.2

10.9

17.3

13.4

17.7

4.3

5.0

4.9

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.自然環境の保護

2.環境問題への取組

3.景観の保全、向上

4.防災

5.消防・救急

6.交通安全

7.犯罪防止、消費者保護

8.ごみ収集、リサイクル

9.道路や歩道

10.除排雪

11.公園、緑地

12.住宅、宅地

13.水道、水質

14.下水道

15.公共交通

16.子育て支援（保育園）

17.健康づくりや病気予防

18.医療環境

19.国保病院

20.高齢者福祉

21.障がい者(児)福祉

22.地域福祉

23.教室や講座など

24.幼稚園､小中高校

25.芸術文化

26.スポーツ

27.青少年育成

28.農業

29.林業

30.商工業

31.観光

32.特産品の開発、販売

33.企業誘致や起業支援

34.地域の活動､行事

35.役場からの情報提供

36.まちづくりへの参加機会

37.役場の窓口、サービス

【問３】特に重要と思うもの（５つまで選択/町民813人）
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59.3

44.3

8.0

20.5

32.4

12.6

7.1

37.9

26.0

30.7

57.6

41.6

39.9

2.9

0% 20% 40% 60%

家族が住んでいるから

友人・知人が多いから

子育て、子どもの教育に良い環境だから

交通が便利だから

働く場所があるから（近いから）

医療や福祉面に概ね不安がないから

スポーツや文化活動ができるから

日常生活が便利だから

現在の近所づきあいが良好だから

気候条件が良いから

自然災害が少ないから

ここで老後も生活を続けていけそうだから

町外に移りたいという理由が特にないから

その他

【問４-①】町内に住み続けたい理由（すべて選択/589人）町民 

町民 

36.4

23.1

21.7

44.1

42.7

57.3

12.6

30.1

9.1

9.1

2.8

62.9

14.7

0% 20% 40% 60% 80%

家族が町外に住んでいるから

友人・知人が少ないから

子育て、子どもの教育環境として不安があるから

交通が不便だから

働く場所がないから（遠いから）

医療や福祉面が不安だから

スポーツや文化活動が十分にできないから

日常生活が不便だから

現在の近所づきあいが良好でないから

気候条件が良くないから

自然災害が心配だから

ここで老後も生活を続けていくことに不安があるから

その他

【問４-②】町外に移りたい理由（すべて選択/143人）
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43.4

17.9

3.8

7.5

3.8

37.7

59.4

3.8

26.4

11.3

0% 20% 40% 60%

自分に合う仕事がない（力を発揮できる仕事をしたい）

交通が不便だから

自然がきびしいから（冬の寒さ、雪など）

生活環境が悪いから（道路、公園、住宅など）

医療（病院）や福祉面が不安だから

新しい物や情報が不足しているから

買い物や遊ぶ場が少ないから

人が少なくさみしいから

一人暮らしをしてみたいから

その他

【問３-①】町外に住みたい理由（あてはまるものすべて選択）中高生 

40.3

46.7

24.6

53.5

76.3

16.7

17.7

1.2

52.1

23.5

34.5

59.6

37.5

36.8

12.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然と共生する美しいまち（自然が豊かで、環境にやさしい）

農林畜産業や商工業など活力ある産業のまち（経済的に豊か）

多くの人が訪れる観光・交流のまち

便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）

健康で安心して暮らせるまち（保健・医療や福祉が充実）

教育・文化・スポーツなどが充実したまち（生涯学習がさかん）

郷土を愛し、町民同士がふれあい豊かに暮らすまち

その他

■町民

■中高生

【問６】将来の美幌町に望む姿（３つまで選択/上段：町民、下段：中高生）
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地域福祉に関するアンケート調査より（Ｈ26.5） 

 

高齢者・障がい者の方々に対してどのような支援が必要だと思われますか 

 

  

在宅での介護

サービス, 272, 

13.8%

日常生活の支

援, 308, 15.6%

玄関から公道ま

での除雪, 385, 

19.5%
声かけや安否確

認, 357, 18.0%

通院・施設への

送迎や外出支

援, 204, 10.3%

快適で安心な地

域環境づくり, 

160, 8.1%

日常生活や医

療・介護などの

相談, 115, 5.8%

趣味や余暇活

動への参加, 

114, 5.8%

経験や知識を活

かした社会貢献, 

49, 2.5%
その他, 14, 0.7%

今回(平成26年)

30.8

35.9

26.0

42.3

6.6

13.7

20.7

39.9

24.0

23.0

6.0

18.3

21.5

8.4

1.8

29.3

18.6

25.4

30.0

9.4

44.0

38.8

10.7

62.9

14.7

16.3

25.7

7.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

地域の自然を守り育てる自然保護・愛護活動

資源のムダをなくし環境を守るリサイクル活動や省資源活動

花いっぱい運動や清掃活動

高齢者や困っている人たちへの福祉ボランティア活動

歴史や文化を学び、後世に伝える歴史文化活動

【中高生のみ】小さい子どもの遊び相手をする活動

【町民のみ】子ども会やＰＴＡなどを通じた《青少年育成活動》

スポーツや保健事業での健康なまちづくり活動

安全に暮らせるまちをめざす交通安全・防犯・防災活動

各種イベントや祭りなど町や地区の各種行事

【中高生のみ】町外者にまちの観光案内やＰＲをする活動

【町民のみ】あいさつ、親切に心がける明るいまちづくり活動

ホームステイの受け入れ、地域ガイドなど国内外との交流活動

味覚・特産品、産業技術の開発など特産開発、技術研究活動

【町民のみ】地域での自治会活動に参加

まちづくりに意見や提案をする場に参加

その他

■町民

■中高生

【問７】参加したい（できる）まちづくり活動（あてはまるものすべて選択（上段：町民、下段：中高生）
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子育て中の家族等へどのような支援が必要だと思われますか 

 

家族の誰かに介護が必要になった場合に、どのようにしたいと考えていますか 

 

今後、町ではどのようなことに取り組む必要がありますか 

 

親の仕事形態に

合わせた保育施

設やサービスの充

実, 501, 30.6%

親同士や地域で

の子育て助けあい

の仕組み, 204, 

12.4%

子育ての不安や

悩みの相談や支

援体制, 340, 20.7%

子どもの健康や発

達に関する支援, 

155, 9.5%

親子の交流の場

の充実, 222, 13.5%

放課後の地域で

の取組み, 196, 

12.0%
その他, 21, 1.3%

今回(平成26年）

家族だけで介護

する, 13, 1.7%

家族が中心となっ

て介護するが足り

ないところは福祉

サービスを利用

する, 373, 48.4%

積極的に福祉

サービスを利用し

て在宅で介護した

い, 143, 18.6%

できれば福祉施

設で介護してもら

いたい, 186, 

24.2%

その他, 14, 1.8%

わからない, 41, 

5.3%

今回(平成26年）

情報提供, 526, 

30.1%

サービス選択の

支援, 440, 25.2%
苦情・トラブル解

決の支援, 130, 

7.4%

サービスの評価, 

88, 5.0%

情報公開, 248, 

14.2%

法律・制度の学習

機会, 129, 7.4%

利用者の権利保

護, 106, 6.1%

その他, 19, 1.1% わからない, 62, 

3.5%

今回(平成26年)
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福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか 

 

これからの福祉サービスのあり方 

 

今後町が優先して取り組むべきことはなんですか 

 
  

家族・親族, 173, 
9.7%

近所の人や知
人・友人, 214, 

12.0%

民生委員・児童

委員, 43, 2.4%

学校や職場, 39, 

2.2%

町の広報誌や

パンフ, 524, 

29.4%

町のホームペー
ジ, 90, 5.1%

町役場の窓口, 
78, 4.4%

社協の窓口や

広報, 80, 4.5%

地域包括支援

センター, 110, 

6.2%

福祉サービス事
業者, 49, 2.8%

医療機関や薬
局, 81, 4.5%

   や民間
団体, 10, 0.6%

新聞･雑誌･TV 
ラジオ, 191, 

10.7%

町のHP以外の
HP, 20, 1.1%

その他, 8, 0.4%

特になし, 71, 
4.0%

今回(平成26年)

負担が増えて

も、サービス充

実を, 130, 16.4%
負担は増やさな

いで、サービス

は現状維持, 

192, 24.2%

負担増は困る

ので、水準が下

がってもよい, 

29, 3.7%

税や利用料に

頼らない仕組み

づくりが必要, 

316, 39.9%

その他, 17, 2.1%

わからない, 67, 

8.5% 無回答, 41, 5.2%

今回(平成26年)

保健・医療・福祉

の連携による相

談・支援体制の

充実, 518, 28.0%

地域おこしによる

暮らしやすさの追

求, 274, 14.8%

男女共同参画社

会の実現, 20, 

1.1%

地域における防

犯や防災体制の

充実, 195, 10.5%

趣味やサークル

活動への参加と

生涯学習の充実, 

81, 4.4%

ボランティア活動

などによる福祉

サービス活動の

発展, 78, 4.2%

福祉サービスに

関する情報提供, 

206, 11.1%

地域づくりのため

の学習機会, 42, 

2.3%

自治会や住民相

互による助け合

い, 234, 12.6%

子育てを地域で

支える環境づくり, 

147, 7.9%

地域福祉活動へ

の住民の主体的

な参加, 50, 2.7%

その他, 6, 0.3%

今回(平成26年)
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（２）現計画の検証 

 

施策 主な取り組み 進捗状況 問題・課題 
今後の見通し、

方向性 

地域福祉
を推進す
る体制づ
くり 

地域福祉計画
※の推進によ
る地域福祉の
充実 

地域福祉計画策定に
より、地域住民ニー
ズの把握とともに、
ボランティアの育成
とそれぞれの役割の
明確化による地域ぐ
るみの福祉を推進し
た。 

情勢の変化により、次の事項を
盛り込む事が必要となってい
る。 

・避難行動要支援者の把握 

・避難行動要支援者の情報共有 

・避難行動要支援者の支援 

日常的見守り、緊急時連絡体制 

・北海道における生活困窮者自
立支援法にともなう各種施策
実施支援 

第２期美幌町地
域福祉計画策定
中 

地域福祉活動
の支援と充実 

ボランティアセンタ
ーを通じた活動支援 

介護保険における予防給付事
業が平成 29 年度までに市町村
の取り組みとなり、地域支援事
業に移行する。 

予防給付（訪問
介護・通所介護）
をボランティア
支援により実施
するための仕組
み作りが必要。 

地域福祉
活動の推
進 

社会福祉協議
会の活動充実
と支援 

正職２名、臨職２名、
嘱託１名の人件費補
助 

認知症や障がい者等の判断能
力不十分な方に対する財産管
理や各種手続きを行う公的機
関が必要となっている。 

市民後見センタ
ー設置（社協）
による人件費補
助の増 

ボランティア
センターの充
実と支援 

臨職１名の人件費補
助 

ボランティアの高齢化にとも
ない担い手の育成・支援が必要
となっている。 

社協職員による
教員を対象とし
た福祉教育推進
セミナー実施や
指定校への活動
助成 

たすけあいチ
ームなど体制
づくりと支援 

地域福祉活動補助金
として年額 60 万円
を助成。 

平成 21～25 年度に
家庭用除雪機 17 台
を購入し自治会やた
すけあいチーム 13
団体へ貸与し地域の
除雪の効率化と高齢
者等の冬の生活の安
全を確保した。 

ボランティアの高齢化による
担い手不足や原油価格高騰に
より除雪機の燃料代が増大し
ている。 

燃料代増加によ
る補助金額の検
討と現在 17 台
の家庭用除雪機
の適正な利活用
を図る。 

※地域福祉計画：子供から高齢者まで、障がいのある人もない人も、全ての人々が地域において、いきいきと自立した
生活が送れるように、地域住民が参加し、共に支える仕組みを作る計画。 
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（３）意見、提案 

 

：小学生 ：中高生 ：育児ママ ：自衛隊 ：高齢者 ●：町民 ○：職員 

 

【将来なってほしい美幌町の姿】 

 幼稚園と老人ホームが一緒になった建物がある（お年寄りは子どもを見て元気になれるし、

遊びを教えてもらえるから） 

 

 ボランティアをするとポイントがもらえ、たまると逆に自分も利用することができる。（実

践している町あり。）（女性・40代） 

 高齢者でやっと杖をついて買い物に来ている人、帰りは荷物をどうやって持って帰るのか

心配でも、今はやたらに声をかけても不審者に思われる時代。（女性・60代） 

○ 超高齢化社会を迎え、今まで以上に地域福祉の推進を図っていく必要がある。アクセス環
境の充実・地域見守り活動の取り組みなど。通常、要支援者への対応や安否確認などを実

施する際その参加者や担い手もほとんどは高齢者となってしまう。高齢者による子どもた

ちの見守り等の活動により子育て世代がこれに感謝し、地域活動の重要性などを実感でき

ると、次に子育て世代が防災や福祉の地域活動の参加につながる、など多世代の参加によ

る活動が必要。 

○ 老人クラブと子供会合同イベントの開催 
  


